
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生のあらゆる試練が、飛躍へのきっかけとなる。 

知的好奇心に素直に従うこと。 

こうして「努力好き」へと、体質改善されてゆく。 

試行錯誤の連続ではあるが、 

それを成長のあかしと考えてみる。 

失敗することも多い。 

だけど、 

壁が高いほど、やりがいを感じる。 

学んで、知ることが楽しいと思える。 

しかし、それこそ最も難しいことかもしれない。 

「努力の天才」には、誰でもなれる。 

それも一つの才能と言えるなら、 

たとえ不器用でも、努力すること自体は、自分でもできる。 

しかしそうだろうか。 

適当なところであきらめた方がいいだろう。 

理解力も低いし、解法も使いこなせない。 

どうせ自分は天才ではない。 

だから、無駄な労力を使ってもしょうがない。 

いくら頑張っても、結果は出ない。 

最後の文から順番に、上へと

遡
さかのぼ

って読み返してください。 

大逆転が起きます！ 


